






実験１

ドアの開く角度を30度、45度、60度、75度、90度に固定し開き具合によって引っかかりに

違いがでるのか調べる。

予 想 角度が狭い方が引っかかりやすいと思う。

結 果 回数 確率

30度 1 5%

45度 0 0%

60度 1 5%

75度 0 0%

90度 0 0%

(20回中）

ドアを開けた時の角度により引っかかる確率は変わらなかった。

考 察

私の家の寝室は１階にあり、階段を下りて寝室に入る事が多いです。

そこでドアに入る角度によって引っかかり方が変わるのか実験します。

実験２

入る時の角度を0度から90度に変えて引っかかりが変わるのか。床に角度が分かるようにテープを貼って

その上を歩きながら引っかかる回数を調べる。

予 想 小さい角度の方が引っかかりやすいと思う。

結 果 入室する時の角度が小さいほど引っかかる確率が高くなった。

0度 30度 60度 90度

回数 7 7 2 0

確率 35% 35% 10% 0%

（20回中）

考 察 引っかかるタイミングはドアを開ける前に決まる事がわかった。

もう一つ分かった事があった。子供部屋と寝室は繋がっていてぐるぐる周りながら実験を

していたら寝室のドアから出てくる時にもかなりの回数で引っかかった。これはいつも通らない導線

だった。動画で撮って確認した所、右手で開けて右手でしめている方が引っかかりがあるように感じる。

そこで同じ手で開け閉めする場合と右手と左手で分けた場合はどうなるのか実験する。

実験2-1

なぜ０度から30度が引っかかりやすいのだろう？この角度の時、袖が取っ手にどのように影響しているのか

実験する。取っ手に方眼用紙を貼り付け、袖状に切った布の内側に絵の具を塗って絵の具がついた

方眼用紙のマス目の数を数える。（8割以上は1，2割以下は0とする）
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